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寝
台
列
車
か
ら
降
り
立
つ
と
仙
台

駅
の
ホ
ー
ム
に
は
、
朝
の
ま
ぶ

し
い
太
陽
の
光
が
差
し
て
い
た
。
九
十

二
歳
の
お
年
寄
り
か
ら
四
歳
の
幼
児
ま

で
、
総
勢
百
十
四
人
の
一
行
は
三
台
の

バ
ス
に
便
乗
し
て
白
石
市
に
向
か
う
。

昨
晩
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
が
止
ん
だ
と

聞
か
さ
れ
参
加
者
の
機
嫌
も
上
々
だ
。

約
一
時
間
も
す
る
と
、
人
口
四
万
人
余

り
の
白
石
の
ま
ち
が
見
え
て
き
た
。

姉
妹
駅
を
復
活
さ
せ
た
い
。
こ
の

旅
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

二
年
前
に
区
内
の
小
学
六
年
生
の
児
童

三
人
が
、
総
合
学
習
の
過
程
で
宮
城
県

白
石
市
に
関
心
を
持
ち
、
同
じ
名
前
を

持
つ
白
石
駅
同
士
が
か
つ
て
交
流
し
て

い
た
こ
と
を
調
べ
た
時
に
さ
か
の
ぼ
る
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
知
っ
た
区
内

の
街
づ
く
り
団
体
「
Ｊ
Ｒ
白
石
駅
周
辺

地
区
街
づ
く
り
協
議
会
」
が
企
画
に
乗

り
出
し
た
。
ち
ょ
う
ど
開
駅
百
周
年
を

迎
え
た
札
幌
の
白
石
駅
が
、
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
協
力
し
、
実
現
の
運
び

街の中心部、白石城の南に位置する傑山寺は、
ぼ だい こ じゅう ろう かげ つな

片倉家の菩提寺であり、初代片倉小十郎景綱
さ とう たか

の墓所などがある。また、片倉家家臣の佐藤孝
さと

郷らが北海道移住を決意した地でもある

▲傑山寺は慶長１３年（１６０８）に開かれた。写真は本堂

�寺で朝食を済ま
せた後、住職が境
内を案内してくれ
た。無縁仏の多く
が移住関係者であ
るとの説明に手を
合わせる参加者も

けっ さん

傑山寺 ―片倉家の菩提寺―

白石城 ―仙台藩家臣片倉家の居城―
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ももうう一一つつののふふるるささととをを訪訪ねねてて◎特集

ますおか

街の中心部にあり、城の周囲は益岡公園として市民の憩いの場となっている。現在の天守閣
は平成７年に復元されたもの。城の再建に当たっては、白石区民有志も寄付を行っている

去
る
七
月
四
日
、
白
石
区
民
ら
百
十
四
人
が

宮
城
県
白
石
市
へ
の
歴
史
探
訪
と
地
元
交
流
の

旅
に
出
発
し
た
。

か
た

く
ら

白
石
城
主
片
倉
家
の
家
臣
た
ち
が
、
現
在
の

白
石
区
に
入
植
し
た
の
が
明
治
四
年
。
区
民
に

と
っ
て
も
う
一
つ
の
ふ
る
さ
と
と
言
え
る
白
石

市
へ
の
旅
は
、
新
た
な
感
動
を
生
ん
だ
。


